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 間もなく年末を迎えます。 

今年一年にあった様々なこ

とを振り返りながら、新しい年が健やかで希望に満ちた

ものとなるよう願いを込めて、正月飾りの定番である門

松のミニチュア版（玄関の下駄箱の上などに飾れます）

を、講師の指導のもと手作りしてみませんか。 

日本の年末年始の風習や伝統文化を学びながら心を

込めて門松を作り、参加者の交流を深めて、新年を迎え

る準備をしましょう。 

●日 時 １２月２０日（日）午前９時００分～ 

●場 所 南公民館大広間 

●定 員 ３０人（南地区コミュニティ会員世帯に限る） 

●参加費 ５００円（材料費として）※当日集金 

（専門業者も使用する本格的な材料で作成します。） 

●持ち物 金づち・軍手（必要な方）・マスク 

●申込み １２月１日（火）午前９時から受付開始 

     南公民館（TEL 36-7341）まで 

※受付先着順で定員になり次第締切といたします。 

  

 

 

 

 新年の恒例行事「味噌作り教室」を開催します。今回も老

舗味噌屋のスタッフの皆さんが、親切丁寧に、ためになるお

話をいただきながら作り方を教えてくれます。 

 味噌作りをとおして日本の伝統の食文化を学ぶ良い機会

ですので、親子での参加も歓迎します。 

 来秋の仕上がりを楽しみに、我が家だけ 

の手作り味噌を仕込んでみませんか。 
 

【日 時】令和３年１月１０日（日） 

     ・午前の部 １０時００分～ 

     ・午後の部 １３時００分～（※） 
       ※３密回避のため、参加者が一定数を超えた場合午前

と午後に分けて実施します。午後の参加に不都合

のある方は、申し込みの際にお申し出ください。 

       （参加者が少ない場合は、午前中のみで実施します） 

【場 所】南公民館大広間 

【参加費】４，５００円（今回は国産大豆・天日塩を使用） 

     ❖味噌約８㎏の材料と樽の代金となります 

     ❖樽持参の方には当日３００円返金されます 

【申込み】１２月１６日（水）までに、参加費を添えて 

南公民館（TEL 36-7341）へお申し込みください。 

※新型コロナ感染防止の観点から、昼食会は行いません。 

 

 

 遠目に見る高原山の山肌もすっかり茶色に衣替えし、いよいよ冬本番を

迎える季節となりました。気が付けば、令和２年も残りひと月余り。本当

に今年はいろいろなことがありましたね（しみじみ…）。 

 新型コロナの終息も見通せない中、インフルエンザの感染にも十分注意

が必要です。皆さんには是非、予防接種を受けて、規則正しい生活を励行

しながら健康維持に努め、免疫力を高めていってほしいと思います。 

 ところで、１１月２３日は勤労感謝の日、今年最後の祝日です。 

 祝日法によると「勤労をたっとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあ

う」ことを趣旨としています。１１月２３日に制定されたのは、飛鳥時代

に始められた皇室行事の「新嘗祭」（にいなめさい）が行われた日をもとに

しているそうです。この行事は、天皇が神に五穀を奉納しながら作物の収

穫を感謝することを目的に脈々と受け継がれてきており、この日は戦前か 

から祝日となっていましたが、戦後は皇室行事と祝日が切り離されて「勤労感謝の日」となりました。稲作をもって歴

史をつないできたわが国では、毎年の収穫を神様に感謝するということは極めて自然の行為だったのでしょう。農作物

の収穫ばかりでなく、私たちの日々の生活は様々なところで働く、又は活動する多くの人に支えられていることを改め

て考え、みんなの仕事に感謝する日としてお祝いしたいものですね。コロナ最前線で奮闘する方々にも感謝！です。 



    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月３１日（土）、福祉部員など２１人の参

加により、公民館敷地内の花壇に３５０株のパン

ジーの苗の植込み作業を行っていただきました。 

 色とりどりの花が花壇一杯に植えられ、お陰様

で公民館が大変華やかになりました。 

 これから冬を迎えますが、控えめでも芯が強い

パンジーたちに癒され、来館する皆さんが毎日暖

かい気持ちで過ごすことができそうです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
            

          ❖蔵書の貸出しは既に終了しています。 

           （館内での閲覧は３０日まで可能です。） 

          ❖本の予約、予約本の受取り、返却は、１２月

以降もこれまでどおり公民館で受付します。 

 

 

 今年は公民館まつりが中止となってしまい、公民館で活動する創作

系サークルの皆さんの作品を広くご覧いただく機会がなくなってし

まいました。そこで、図書館分室の空き部屋を活用して、次のとおり

各サークルの作品展を行う予定です。短い期間ではありますが、是非

多くの皆さんにご覧いただきたいと思います。 
 

開催予定 １２月９日（水）から２０日（日）までの 

        毎日 午前９時～午後５時 
※詳しくは、南公民館までお問い合わせください（TEL36-7341） 

  

 
 
  

 去る１０月２４日（土）、南公民館では久しぶりの開催と 

なるハイキングを実施しました。今回は、地域内の小学生か 

ら高齢者まで総勢１6人に参加をいただき、晩秋の奥日光を訪れました。 

 当日は、館長が晴れ男ぶりをまたもや発揮し、参加者の願いが天に届い

たかのような見事な秋晴れのもと、竜頭の滝周辺から戦場ヶ原までのコー

スを、見頃を迎えた紅葉と澄んだ空気を満喫しながら元気に歩きました。 

 移動中のバス車内の密を避けるため、募集定員を絞っての開催となりま

したが、参加者同士の交流を深めながら楽しい一日を過ごすことができた

ものと思います。参加者からは是非これからも続けてほしいとの声も寄せ

られたことから、次年度以降も新型コロナの感染状況を踏まえながら、公

民館の恒例事業として実施することを検討したいと考えます。 

 とかく運動不足が指摘されている現代人（私だけ？）の日常生活。今後

も皆さんの健康維持に役立つ講座などを積極的に開催してまいります。 

         １０月２９日（木）、南小学校家庭教育学級の本年度３回目の講座が

実施されました。今回は、親業訓練シニアインストラクターの大屋弘

子氏を講師に迎え「家庭教育は、子どもの『自己肯定感』と『生きる

力』を育む原点」と題した講話をいただきました。 

        「親業」とは、親としての役割を効果的に果たすための訓練のことで、 

子どもを一人の人格としてきちんととらえ、日常的に子どもに自立を促すよう意思を持 

って関わることを学ぶ、まさに家庭教育の原点といえるものです。 

 当日は、南小学校保護者他関係者が出席し、先生の講話やコミュニケーシ 

ョン体験などをとおして心の通わせ方などを習得することができました。 

 とかく私たちは、他人と比べ、他人との違いを気にすることが多いように 

思いますが、人にはそれぞれ違いがあり、それは子どもであっても同じこと。 

 人は違いを持ちながらも協力しなければ生きて行けず、他人との違いを尊 

重する心を共有することがとても大切なことであると改めて感じました。 


